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一般社団法人 京都府建築士会

●
け
ん
ち
く
つ
れ
づ
れ
草　

第
１
９
７
回

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
半
導
体
部
品

の
納
入
遅
れ
と

グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
危
機

●
事
業
案
内

建
築
家
セ
ミ
ナ
ー
2
0
2
3　

末
光
弘
和
／
S
U
E
P
．

令
和
５
年
度 

監
理
技
術
者
講
習

令
和
５
年
度 

青
年
部
会
通
常
総
会

●
お
知
ら
せ

会
報
誌「
京
都
だ
よ
り
」の

２
か
月
に
１
回
に
発
行
変
更
の
お
し
ら
せ

令
和
５
年 

建
築
士
試
験
案
内

「
免
状
型
」一
級
建
築
士
登
録
証
明
書
の
発
行

一
級
／
二
級
／
木
造
建
築
士 

定
期
講
習

●
報
告

京
北
W
S
P（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）に
つ
い
て

令
和
４
年
度 

山
田
家
活
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
報
告

●
京
都
を
彩
る
建
物
や
庭
園　

第
12
回

歴
史
的
建
造
物
の
公
開
に
触
れ
る（
１
）

京
都
市
文
化
財
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
視
点

●
作
品
紹
介　

深
草
の
京
町
家

●
支
部
だ
よ
り　

竹
野
神
社

●
う
ち
の
本
棚
・
今
月
の
一
冊

『
中
心
の
あ
る
家　
建
築
家
・
阿
部
勤 

自
邸
の
50
年
』

●
表
紙
の
こ
と
ば　
『
長
命
寺 

三
重
塔
』

●
募
集　
「
京
都
だ
よ
り
」作
品
紹
介
ギ
ャ
ラ
リ
ー

京
都
だ
よ
り

K
yoto D

ayori



E s s a y

  
第
百
九
十
七
回    

衛
藤　

照
夫  

エレベーター・半導体部品
の納入遅れと
グロバリゼーションの危機
経済と安全保障が一体となった時代

昨
年
、
京
都
市
内
の
産
婦
人
科
病
院
の
設
計
監

理
業
務
の
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
設
計
監
理
業
務
で
し
た
が
、
監

理
段
階
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
納
入
に
支
障
が
生
じ
ま

し
た
。
た
だ
で
さ
え
、
半
導
体
関
連
の
部
品
や
製

品
の
納
入
が
課
題
で
し
た
が
、
こ
れ
に
は
世
界
の

安
全
保
障
問
題
が
絡
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

６
階
建
て
の
本
計
画
で
、
２
か
所
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
部

品
が
中
国
に
留
め
置
か
れ
現
場
に
納
入
さ
れ
な
い

事
態
で
し
た
。当
該
工
事
が
遅
れ
る
だ
け
で
な
く
、

敷
地
に
余
裕
の
な
い
建
築
工
事
で
、
設
置
後
は
建

築
材
料
や
人
員
の
運
搬
に
使
え
ず
、
工
期
遅
延
が

懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
工
事
担
当
者
の
頑
張
り
で
な

ん
と
か
乗
り
切
れ
ま
し
た
が
、
最
近
に
な
り
遅
延

に
ま
つ
わ
る
世
界
経
済
状
況
が
見
え
て
き
た
の
で

す
。

【
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
危
機
】

N
H
K
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
で
ご
覧
に
な

っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
格
差
拡
大
や
産

業
の
空
洞
化
を
助
長
す
る
と
懸
念
さ
れ
て
い
た
グ

ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
い

う
の
で
す
。そ
の
是
非
を
議
論
し
た
こ
と
も
あ
り
、

興
味
を
持
っ
て
何
度
か
見
直
し
、
自
分
な
り
に
考

え
て
み
ま
し
た
。

本
番
組
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
問
題
か

ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
旗
手
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
が
異
例
の
政
策

を
去
年
10
月
か
ら
始
め
た
の
で
す
。
中
国
を
国
際

秩
序
を
変
え
る
国
と
し
て
、
対
中
戦
略
に
加
え
保

護
主
義
的
な
国
家
安
全
保
障
戦
略
の
色
彩
を
強
め

た
の
で
す
。
こ
れ
は
、
中
国
を
意
思
と
能
力
を
兼

ね
備
え
た
唯
一
の
自
国
の
競
合
国
と
し
て
、
軍
事

だ
け
で
な
く
経
済
科
学
技
術
な
ど
総
合
的
な
対
立

国
と
し
て
の
扱
い
を
始
め
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
経
済
の
分
野
で
は
、
半

導
体
・
蓄
電
池
・
重
要
鉱
物
・
医
薬
品
の
４
分
野

に
焦
点
を
あ
て
、
特
定
の
中
国
企
業
を
指
定
し
そ

れ
ら
の
企
業
と
の
取
引
を
行
う
国
に
対
し
、
制
裁

を
検
討
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
政
策
は
結
構
厳

し
く
、
指
定
さ
れ
た
企
業
が
直
接
の
取
引
先
で
な

く
て
も
取
引
先
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
、

７
次
く
ら
い
ま
で
の
取
引
先
で
あ
る
場
合
も
同
様

の
処
置
と
す
る
も
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
世
界
を

股
に
掛
け
、
ロ
ー
コ
ス
ト
の
取
引
先
を
探
し
出
し

独
自
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
形
成
し
て
き
た
日

本
を
始
め
と
す
る
西
側
諸
国
の
企
業
は
、
価
値
観

の
全
面
的
な
再
構
築
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

【
経
済
の
観
点
だ
け
で
は
不
十
分
】

番
組
で
は
、
A
I
を
活
用
し
て
企
業
の
部
品
や

製
品
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
状
況
を
可
視
化
す

る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
働
き
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
要
求
に
応

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
こ
で
、
問
題
に
さ
れ
て
い
る
企
業
は
中
国
と

ロ
シ
ア
と
な
り
ま
す
が
、
直
接
で
は
な
く
て
も
何

等
か
の
形
で
こ
れ
ら
の
国
と
貿
易
を
行
う
西
側
の

国
は
取
引
の
再
検
証
と
そ
の
対
応
を
変
更
す
る
必

要
が
生
じ
て
い
る
の
で
す
。

私
自
身
は
、
資
本
主
義
、
民
主
主
義
の
日
本
は

本
来
、
一
党
独
裁
の
共
産
主
義
の
専
制
国
家
と
は

注
意
深
く
付
き
合
う
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
番
組
で
は
日
本
は
そ
の
代
表
国
の

一
つ
で
も
あ
る
中
国
企
業
と
の
取
引
が
か
な
り
多

い
こ
と
を
報
じ
て
い
ま
す
。
国
家
の
安
全
保
障
に

か
か
わ
る
分
野
で
重
要
な
鉱
物
で
あ
る
レ
ア
ア
ー

ス
を
日
本
は
、
そ
の
す
べ
て
を
輸
入
に
頼
っ
て
い

ま
す
が
、
６
割
近
く
を
中
国
か
ら
輸
入
し
、
こ
の

調
達
先
を
変
え
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
の
で

す
。
言
う
ま
で
も
な
く
野
菜
な
ど
食
分
野
で
は
中

国
生
産
品
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
状
況
で

す
。
一
時
、
食
物
自
給
率
が
寂
し
い
限
り
の
日
本

に
つ
い
て
、
有
名
経
済
評
論
家
が
、
そ
ん
な
も
の

は
他
国
か
ら
買
え
ば
よ
い
と
語
っ
て
い
ま
し
た
が

如
何
で
し
ょ
う
か
。お
花
畑
的
な
議
論
と
し
て
は
、

だ
か
ら
東
も
西
も
他
国
と
は
仲
良
く
す
べ
き
な
の

だ
と
の
意
見
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
が
、
私
は
安
全

保
障
意
識
が
、
自
立
し
た
国
と
し
て
は
必
要
だ
と

思
う
の
で
気
が
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
は
政
治
と
経
済
は
別
物
と
し
て
政
経
分
離

が
我
々
に
と
っ
て
の
望
ま
し
い
姿
と
し
て
さ
れ
て

き
ま
し
た
。こ
こ
に
安
全
保
障
の
必
要
性
が
入
り
、

生
じ
て
来
た
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
危
機
は
、

要
で
あ
る
経
済
、
即
ち
国
防
の
危
機
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
番
組
で
は
、
経
済
と
安
全
保
障
が
一
体

と
な
っ
た
時
代
の
日
本
の
豊
か
さ
を
考
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
纏
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
真
剣
に
再
考
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

え
と
う
・
て
る
お

1
9
5
0
年
生
ま
れ 

一
級
建
築
士

京
都
大
学
工
学
部
建
築
学
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卒
業

（
一
社
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都
府
建
築
士
会 

顧
問

（
株
）ひ
と
・
ま
ち
・
建
築
設
計 

代
表
取
締
役
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5 4
令和５年度 青年部会通常総会
� 青年部会
●日　時　5月19日（金）
　　　午後6時～7時30分　総会
　　　午後7時30分～9時　懇親会
　　　参加費／6,000円
　※�会場の都合もあり、総会のみの参加

であっても参加費は必要となります。
　※5月12日以降のキャンセルについて
　　は後日請求いたします。
●会　場　がんこ二条苑
●申込締切　4月14日（金）
●総会次第
　1.　開会　　　　　1.　部長挨拶
　1.　会長挨拶　　　1.　議事
　1.　閉会
●議事内容
　１　令和４年度事業報告承認の件
　２　令和４年度収支決算報告承認の件
　３　令和５年度役員（案）承認の件
　４　令和５年度事業計画（案）承認の件
　５　令和５年度予算（案）承認の件

建築家セミナー2023 
末光弘和／SUEP.
～Harvest in Architecture 
　自然を受け入れるかたち～
� 青年部会 研修・セミナー担当会
●ＣＰＤ　2単位（予定）
●日　時　4月22日（土）午後2時～４時
●会　場　ウィングス京都
　　　　　2階イベントホール
●参加費　無料
●定　員　240名
●申込締切　4月17日（月）
●内　容
　�毎年建築家をお招きし開催している本

事業で、本年は自然と建築が共生する
新しい有機的建築のデザインを手掛け
ているSUEP.主宰の末光弘和氏にご登
壇いただき講演会を開催いたします。

令和５年度 監理技術者講習
� 事業委員会
●ＣＰＤ　6単位 
●日　時　
　第1回　4月25日（火）
　受付開始／午前9時
　運営説明／午前9時20分～9時30分
　�講　習／午前9時30分～午後5時10分
●会　場　京都建設会館別館 会議室
●定　員　20名（定員になり次第締切）
●申　込　（公社）日本建築士会連合会
　　　　　HPよりお申し込みください。
●内　容
　�建築士会が行う『監理技術者講習』の

大きな特徴は、『建築に特化した講習
内容』であり、特にテキストは分かり
やすく、建築施工実務に役立つだけで
なく建築工事全体について学習できる
充実した内容となっています。また、
法定講習であると同時に建築士会CPD
認定研修でもあります。

　�設計業務にのみ従事されている方も建
築施工の知識を得るために、この機会
にぜひ積極的にご受講ください。

April4

28Sun 女性部会全員会議・見学会

8Mon 常任理事会

16Tue 七彩の会

19Fri 青年部会総会・懇親会

22Mon 支部長会議・理事会

5 May

3Mon 常任理事会
一級・二級・木造建築士試験申込受付

（インターネットによる受付のみ）
（4/3 ～ 4/17）

15Sat
岐阜をめぐる

（令和4年度国内研修旅行 4/15 ～ 4/16）

18Tue 七彩の会

25Tue 監理技術者講習

22Sat
建築家セミナー 2023 
末広博和/SUEP.
～ Harvest in Architecture 
　自然を受け入れるかたち～

＜事業に参加される方へ＞
新型コロナ感染予防のために

・�感染拡大の状況により事業を中止または内容を変
更することがあります。

・�参加される際は必ずマスクを着用してください。
（熱中症などの対策が必要な場合を除きます。）

・�37.5℃以上の発熱や咳、くしゃみ等の症状のある
方は参加できません。

・�事業実施中は係員の指示に従い、手指の消毒や
手洗い、対人距離の確保（推奨２ｍ、最小1ｍ）
など、基本的な感染対策にご協力ください。

・�係員の指示に従わない場合は、参加をお断りする
事があります。

・�感染拡大防止のため、連絡先の登録や接触確認
アプリのインストールにご協力をお願いします。

※注意：京都建設会館の駐車場は 
利用できません

電話・FAX、またはホームページから 
お申し込みください。事業内容の詳細
は、ホームページをご確認ください。

（一社）京都府建築士会事務局
TEL075-211-2857 �FAX075-255-6077
https://www.kyotofu-kenchikushikai.jp
E-mail:contact@kyoto-kenchikushikai.jp

参 加 申 込

「京都だより」特集まとめ
（一社）京都府建築士会のホームページで、
「京都だより」の特集をまとめたPDFをご覧
いただけます。

お知らせ
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会
報
誌
「
京
都
だ
よ
り
」
の
２
か
月
に
１
回
に
発
行
変
更
の
お
し
ら
せ

一
般
社
団
法
人 

京
都
府
建
築
士
会 

会
長　

山
領　

正

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
取
扱
い
が
、
２
類

か
ら
５
類
へ
５
月
８
日
に
移
行
が
決
ま
っ
た

も
の
の
、
今
一
つ
す
っ
き
り
し
な
い
中
で
は
ご

ざ
い
ま
す
。
春
陽
麗
和
の
季
節
、（
一
社
）京
都

府
建
築
士
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
隆
昌
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

平
素
は
、
毎
月
発
行
の「
京
都
だ
よ
り
」を
ご

愛
読
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
日
は
そ
の「
京
都
だ
よ
り
」に
つ

き
ま
し
て
２
か
月
に
１
回
に
発
行
変
更
の
お

願
い
で
す
。

京
都
府
建
築
士
会
の
「
会
報
」
と
し
ま
し
て

の
発
行
の
歴
史
は
、

・
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
５
月
20
日

　

�

４
頁
で
始
ま
り
、
そ
の
時
の
会
員
数
は

２
１
８
名
で
、
初
代
広
報
編
集
委
員
長
は
山

内
省
二
氏
、
委
員
を
含
め
て
５
名
体
制
で
年

３
回
の
季
刊
誌
と
し
て
発
行
。

・
１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
６
月
号

　
�

会
員
数
３
０
１
名
時
に
は
発
行
５
周
年
記

念
誌
84
頁
を
発
行
。

・
１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年
11
月

　

�

会
員
数
４
４
９
名
時
に
、
当
時
の
森
田
慶
一

会
長
の
要
望
に
て
、
翌
１
９
５
９
（
昭
和

34
）
年
に
月
報
第
１
号
を
発
行
。

・
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
５
月

　

�

近
畿
全
体
で
の
「
ひ
ろ
ば
」
発
行
に
伴
い
京

都
府
建
築
士
会
単
会
の
会
報
誌
は
中
止
。

・
１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年

　

�

会
員
数
２
０
２
７
名
時
に
「
京
都
の
建
築

士
」
と
し
て
再
度
発
行
開
始
。

・
１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
６
月

　

�

会
員
数
２
４
５
５
名
時
に
現
在
の
「
き
ょ
う

と
だ
よ
り
」（
ひ
ら
が
な
）と
し
て
名
称
変
更
。

・
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
６
月

　

�

会
員
数
２
０
３
３
名
時
に
「
京
都
だ
よ
り
」

（
き
ょ
う
と
を
漢
字
）
に
変
更
し
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
１
月
現
在
の
会
員

数
は
１
２
３
５
名
。
１
９
９
７
（
平
成
９
）
年

２
５
３
４
名
の
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以
下
と
な

っ
て
お
り
、
少
子
化
に
加
え
ま
し
て
会
員
の
高

齢
化
、
一
昨
年
か
ら
続
い
て
お
り
ま
す
コ
ロ
ナ

禍
に
て
、
会
員
数
の
減
少
に
伴
う
減
収
、
担
当

委
員
会
の
人
材
不
足
、
そ
し
て
印
刷
費
用
等
の

外
注
費
用
の
高
騰
が
続
い
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ

な
会
員
増
強
対
策
や
収
益
事
業
の
取
り
組
み

な
ど
の
財
政
、
運
営
の
改
革
に
関
し
て
検
討
し

実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
財
政

改
革
が
必
要
な
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

弊
会
と
い
た
し
ま
し
て
、
会
員
皆
様
へ
の
情

報
発
信
の
場
、
情
報
収
集
の
場
で
ご
ざ
い
ま
す

「
京
都
だ
よ
り
」
の
発
行
を
継
続
し
て
い
く
上

で
、
新
た
な
る
体
制
を
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。紙

媒
体
を
や
め
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
み

の
公
開
や
、
情
報
メ
ー
ル
に
添
付
に
変
更
す
る

な
ど
、
検
討
を
重
ね
ま
し
た
が
、
現
在
の
会
員

皆
様
へ
の
情
報
発
信
と
い
た
し
ま
し
て
毎
月

届
き
ま
す
、
連
合
会
か
ら
の
「
建
築
士
」
や
イ

ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
に
関
し
ま
し
て
、
紙
媒
体

で
の
購
読
を
継
続
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
会
員
様
も
多
く
、
急
激
な
Ｉ
Ｔ
化
に
関
し
ま

し
て
は
ま
だ
厳
し
い
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、「
京
都
だ
よ
り
」
に
関
し
ま
し
て
、

奇
数
月
の
「
７
月
、
９
月
、
11
月
、
１
月
、
３

月
、５
月
」
年
６
回
の
隔
月
の
発
行
と
し
、「
建

築
士
、
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
関
し
ま
し

て
は
毎
月
の
送
付
と
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
致

し
ま
し
た
。

歴
史
あ
る
、「
京
都
だ
よ
り
」
を
隔
月
発
行

に
変
更
す
る
こ
と
は
と
て
も
心
苦
し
い
か
ぎ

り
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
、
会
員
皆

様
の
ご
理
解
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、（
一
社
）
京
都
府
建

築
士
会
会
員
の
皆
様
の
末
永
い
ご
繁
栄
と
一

層
の
ご
躍
進
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

In
fo

rm
a

tio
n
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お知らせ
I n f o r m a t i o n

　この証明書は偽造防止等の対策を講じたもので、
建築士事務所に掲示するものとして相応しい建築士
登録証明書となっております。
　ご希望の際は、下記をご確認のうえお手続きくだ
さい。

●必要書類
　（1）	証明願（和文）
　（2）	一級建築士免許証（免許証明書）の写し
　（3）	本人確認ができる公的な身分証明書（写し）
　（4）	郵送申込：
	 発行手数料1,780 円に、
	 返信用レターパック代520円を加算した
	 2,300円分の定額小為替を同封して下さい。
●申請先：〒108-0014　
　　　　　東京都港区芝5-26-20  建築会館5F
　　　　　（公社）日本建築士会連合会  登録部

※郵送期間を含め約1週間かかりますので余裕を
　もってご依頼ください。

「免状型」
一級建築士登録証明書

（事務所等掲示用）の
発行について

お知らせ

試　験　日

一級：学科試験／　７月２３日（日）
　　　製図試験／１０月　８日（日）

二級：学科試験／　７月　２日（日）
　　　製図試験／　９月１０日（日）

木造：学科試験／　７月２３日（日）
　　　製図試験／１０月　８日（日）

※�詳細は、建築技術教育普及センターの
ホームページをご覧ください。

　https://www.jaeic.or.jp/

令和５年
建築士試験案内

インターネットによる受験申込の受付

●期　間：	４月　３日（月）午前１０時～
	 ４月１７日（月）午後　４時

一級・二級・木造建築士試験

※�受験申込は原則として「インターネットによ
る受付」のみとなりました。

　�なお、インターネットによる受験申込が行え
ない正当な理由がある場合（身体に障がいが
ありインターネットの利用が困難である等）
には、別途受付方法をご案内いたしますので
受付期間に間に合うよう、公益財団法人建築
技術教育普及センター本部までお問合せくだ
さい。



R
 

E

 

P

O

 

R

 

T

報　

 

告

April 2023  Kyoto Dayori   4

京
北
W
S
P（
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）に
つ
い
て

う
し
た
こ
と
か
ら
、
昨
今
で
は
金
属
板
葺
き
の
屋

根
に
変
え
ら
れ
る
事
も
多
く
、
空
家
に
な
り
解
体

さ
れ
る
建
物
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
解
体
さ
れ

る
と
（
同
じ
建
物
が
建
つ
わ
け
で
も
な
く
）
地
域

の
風
景
が
変
わ
っ
て
、
建
物
を
建
て
る
の
を
生
業

と
す
る
も
の
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
美
し
い
風
景

を
残
し
た
い
と
思
い
、（
た
だ
放
っ
て
お
く
こ
と
が

で
き
ず
）
何
か
そ
こ
で
で
き
る
事
が
無
い
か
と
考

え
て
い
ま
し
た
。

私
が
主
催
す
る
京
の
山
杣
人
工
房
『
木
の
こ
ゝ

ろ
風
』
は
、京
北
地
区
で
植
林
を
毎
年
（
14
年
間
）

お
こ
な
っ
て
き
て
い
て
、
そ
の
中
で
京
北
を
ベ
ー

ス
に
活
動
す
る
景
井
先
生
（
立
命
館
大
学　

産
業

社
会
学
部
教
授
）
と
出
会
い
ま
し
た
。
過
疎
化
に

向
か
う
中
間
山
村
地
区
〜
京
北
地
区
の
事
を
話
し

合
う
中
で
、
茅
刈
り
か
ら
葺
替
え
、
そ
し
て
茅
葺

き
古
民
家
の
保
存
活
用
、
そ
の
後
に
地
域
の
活
性

化
が
で
き
な
い
か
と
拡
大
展
開
し
て
い
き
、
同
年

10
月
に
は
そ
れ
ら
の
一
連
の
活
動
を
行
う
た
め
、

京
北
W
S
P
を
創
設
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

京
北
W
S
P
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
京
の
山
杣

人
工
房
『
木
の
こ
ゝ
ろ
風
』、ヤ
マ
ケ
ン
（
山
と
木

の
文
化
研
究
会
）、鉾
杉
塾
（
茅
刈
り
活
動
グ
ル
ー

プ
）、立
命
館
大
学
の
景
井
教
授
と
大
場
教
授
で
構

成
さ
れ
て
い
て
立
命
館
大
学
学
生
達
（
C
S
・
S
）

の
支
援
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
団
体
に
は
（
一

社
）
京
都
府
建
築
士
会
の
会
員
メ
ン
バ
ー
が
多
数

在
籍
し
活
動
を
共
に
し
て
い
ま
す
。

京
北
W
S
P
は
、
立
命
館
大
学
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ

プ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
受
入
れ
団
体
の
一
つ
と
し

て
、
学
生
達
に
里
山
セ
ミ
ナ
ー
と
京
北
茅
刈
り
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
古
民
家
見
学
等
を
開
催
し
、
地

域
の
持
つ
課
題
抽
出
と
そ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
た

対
策
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
は
、
２
軒
の
茅
葺

古
民
家
を
調
査
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
残
存
調
査

等
に
よ
り
、
茅
葺
き
古
民
家
の
現
状
を
知
り
そ
れ

ら
の
建
物
を
残
す
一
助
と
な
る
よ
う
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

※�

立
命
館
大
学
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
は
、

大
学
の
正
課
科
目
と
し
て
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
る
各
団
体
の
事
業
に
参
加
し
運
営
を
支
え
る

事
で
社
会
体
験
を
し
、
能
動
的
で
責
任
あ
る
行
動
を
と

る
社
会
人
と
し
て
の
育
成
を
促
す
事
を
目
的
と
し
企
画

運
営
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
の
活
動
報
告
会
は

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
１
月
15
日
（
日
）
に
茨
木
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

京
北
W
S
P
の
発
足
は
、２
０
２
０
（
令
和
２
）

年
に
私
の
友
人
か
ら
京
北
地
区
で
茅
葺
き
古
民
家

の
改
修
の
依
頼
を
受
け
た
こ
と
に
遡
り
ま
す
。
改

修
方
法
を
検
討
す
る
中
で
、
現
況
の
茅
葺
き
屋
根

の
葺
替
え
を
行
な
う
か
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

京
都
に
は
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
美

山
以
外
に
も
茅
葺
き
屋
根
を
持
つ
古
民
家
が
残
存

し
て
い
ま
す
。
京
北
に
は
２
０
０
７
（
平
成
19
）

年
に
38
軒
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
維
持

管
理
を
す
る
の
に
相
当
苦
労
さ
れ
て
お
り
、
近
年

半
減
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
ま
た
、す
で
に
茅
葺

屋
根
の
上
に
鋼
板
葺
き
に
変
更
さ
れ
た
建
物
が

４
０
８
棟
も
あ
り
ま
す
。）

同
時
期
に
他
の
古
民
家
の
茅
葺
き
屋
根
の
改
修

も
行
な
っ
て
い
た
の
で
、
茅
葺
き
古
民
家
の
改
修

費
用
が
か
な
り
の
額
に
な
る
事
は
承
知
し
て
い
ま

し
た
。
半
減
す
る
こ
と
も
頷
け
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
茅
葺
き
屋
根
の
古
民
家
の
持
ち

主
達
が
、
毎
年
定
期
的
に
茅
刈
り
を
行
な
い
、
そ

の
茅
を
残
し
て
葺
き
替
え
時
に
使
う
活
動
を
さ
れ

て
い
る
事
を
知
り
ま
し
た
。
昔
は
、
地
域
に
「
結

（
ゆ
い
）」
の
よ
う
な
相
互
扶
助
の
組
織
（
形
）
が

あ
り
、
近
隣
集
落
を
あ
げ
て
屋
根
の
葺
替
え
を
茅

葺
き
職
人
と
共
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
に

住
む
人
達
も
少
な
く
な
っ
て
く
る
と
「
結
」
の
よ

う
な
相
互
扶
助
で
の
葺
き
替
え
は
行
わ
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
茅
の
葺
替
え
は
高
額
で
あ
り
、
20
～

30
年
に
一
度
葺
き
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
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令
和
４
年
度 

山
田
家
活
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
報
告

伏
見
区
醍
醐
地
域
に
お
い
て
、
醍
醐
寺
周
辺
の

住
環
境
や
歴
史
的
風
土
の
保
全
を
目
指
し
て
「
古

民
家
相
談
所
」
の
活
動
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
以

前
か
ら
密
か
に
見
守
り
続
け
て
い
た
山
田
家
住
宅

の
山
田
氏
か
ら
、
離
れ
て
暮
ら
す
自
分
に
代
わ
っ

て
実
家
の
古
民
家
の
保
全
を
し
な
が
ら
、
徳
光
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
醍
醐
地
域
の
古
民
家
相
談

活
動
を
し
て
み
な
い
か
と
の
相
談
が
あ
り
、
山
田

家
の
保
全
の
実
践
を
し
な
が
ら
地
域
の
歴
史
的
建

造
物
に
住
ま
わ
れ
る
方
々
の
保
全
や
活
動
の
気
軽

な
相
談
場
所
と
し
て「
山
田
家
活
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
古
民
家
相
談
所
」
の
事
業
場
所
と
い
う
こ
と

で
、
山
田
家
を
借
り
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で

す
の
で
、
家
賃
と
い
う
経
費
が
発
生
し
ま
す
。
そ

の
上
で
、
庭
を
含
め
た
住
宅
の
保
全
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
こ
の
山
田
家
住
宅
を

活
用
し
て
経
費
を
捻
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
目
的

を
果
た
せ
ま
せ
ん
。
事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
も

お
金
が
要
る
。
で
す
か
ら
、
京
都
ま
ち
づ
く
り
地

域
貢
献
活
動
の
助
成
金
に
応
募
し
ま
し
た
。

幸
い
、
そ
の
よ
う
な
活
動
に
理
解
の
あ
る
地
元

住
民
の
サ
ポ
ー
ト
参
加
も
あ
り
、
体
力
や
経
済
力

の
及
ぶ
範
囲
内
で
細
く
て
も
長
く
続
け
る
こ
と
が

肝
要
だ
と
思
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

時
系
列
で
事
業
報
告
し
ま
す
と
、
山
田
家
と
い

う
場
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、10
月
８
日
「『
木
を
植
え

た
人
』
を
聴
く
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

フ
ラ
ン
ス
の
作
家
ジ
ャ
ン
・
ジ
オ
ノ
の
作
品
で
、

一
人
の
男
性
が
ド
ン
グ
リ
を
植
え
る
行
為
を
通
し

て
森
の
再
生
・
集
落
の
再
生
に
つ
な
が
る
物
語
で

す（
ま
さ
に
ま
ち
づ
く
り
の
話
で
す
）。
営
利
を
目

的
と
し
な
い
無
私
な
心
で
生
き
る
主
人
公
エ
ル
ゼ

ア
ー
ル
・
ブ
フ
ィ
エ
の
物
語
に
感
銘
を
受
け
た
、

名
古
屋
の
俳
優
榊
原
忠
美
氏
が
24
年
ほ
ど
前
か
ら

朗
読
会
を
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
既
に
４
０
０

回
に
わ
た
る
実
績
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
榊
原
忠
美

氏
と
行
動
を
共
に
さ
れ
る
の
が
照
明
と
音
響
を
担

当
さ
え
る
杪ほ
え

谷た
に

直
仁
氏
で
す
。
杪
谷
氏
は
東
京
か

ら
の
参
戦
で
す
。
お
二
人
は
交
通
費
の
み
で
山
田

家
で
の
朗
読
会
に
出
演
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

会
場
を
暗
く
演
出
し
、
朗
読
後
背
後
の
暗
幕
を
下

ろ
す
と
、
山
田
家
の
庭
の
緑
が
視
界
に
開
け
、
榊

原
氏
が
庭
に
消
え
て
ゆ
く
と
い
う
趣
向
で
し
た
。

来
る
２
月
26
日
に
は
、
山
田
家
の
庭
園
整
備
・

屋
敷
の
保
全
に
つ
な
が
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し

て
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
の
白
砂

伸
夫
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
白
砂
伸
夫
先
生
と
あ
る

く
醍
醐
三
宝
院
庭
園
と
醍
醐
の
民
家
庭
園
」
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
醍
醐
の
歴
史
に
触
れ
、
庭
園
文

化
に
つ
い
て
、
造
園
業
の
方
や
地
元
の
歴
史
や
文

化
に
関
心
の
高
い
方
を
対
象
に
実
施
予
定
で
す
。

醍
醐
の
民
家
庭
園
は
、
山
田
家
住
宅
の
庭
園
は
も

ち
ろ
ん
の
事
、
醍
醐
寺
の
筆
頭
坊
官
を
務
め
た
大

渓
家
の
２
家
を
め
ぐ
り
ま
す
。
山
田
家
の
庭
は
、

三
宝
院
庭
園
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
の
よ
う
な
庭
で
す

が
、
大
渓
家
の
庭
は
、
石
の
使
い
方
が
豪
快
で
全

く
様
子
を
異
に
し
ま
す
。
キ
ャ
ン
セ
ル
の
無
い
よ

う
、
無
事
に
実
施
で
き
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
近

づ
く
日
々
を
お
く
っ
て
い
ま
す
が
、
原
稿
の
締
切

が
事
業
の
前
な
の
で
報
告
で
き
ず
残
念
で
す
。

ま
た
、助
成
金
の
事
業
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

（
一
社
）京
都
府
建
築
士
会
の
仲
間
の
松
田
容
子
さ

ん
に
お
声
が
け
し
、趣
味
で
続
け
て
お
ら
れ
る「
ポ

ジ
ャ
ギ
」
の
作
品
展
を
９
月
に
開
催
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
陰
様
で
、
建
築
士
会
の
仲
間
の
方
々
に

山
田
家
を
訪
問
い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ

き
、
言
葉
に
尽
く
せ
な
い
感
謝
で
す
。
紙
面
を
お

借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

山
田
家
活
用
フ
ォ
ー
ラ
ム 

代
表　

徳
光
都
妃
子

『木を植えた人』を聴く会

山田家庭園初夏の整備

松田容子さんのポジャギ展「風と光と手仕事展」
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特　
集

京
都
を
彩
る
建
物
や
庭
園
　
12

歴
史
的
建
造
物
の
公
開
に
触
れ
る（
１
）

京
都
市
文
化
財
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
視
点

永
松　

尚

京
都
市
内
の
街
な
か
か
ら
大
阪
方
面
に
向
か
う

京
阪
電
鉄
の
列
車
は
、
中
書
島
を
す
ぎ
る
と
宇
治

川
の
堤
防
に
敷
か
れ
た
線
路
を
南
下
す
る
。
次
の

淀
駅
ま
で
の
駅
間
距
離
が
京
阪
本
線
の
な
か
で
最

長
と
な
る
区
間
ら
し
い
。
右
手
に
広
が
る
沿
線
一

帯
は
、
環
境
保
全
や
都
市
イ
ン
フ
ラ
関
連
の
施
設

が
集
積
し
た
近
郊
整
備
区
域
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
そ
れ
ま
で
と
は
一
変
し
た
風
景
が
し
ば
ら
く

続
く
が
、
堤
防
か
ら
外
れ
再
び
民
家
が
見
え
始
め

た
直
後
、
今
度
は
左
手
に
Ｊ
Ｒ
Ａ
が
誇
る
四
大
競

馬
場
の
ひ
と
つ
、
京
都
競
馬
場
が
間
近
に
迫
る
。

二
〇
二
〇
（
令
和
２
）
年
秋
か
ら
の
大
規
模
な
改

修
工
事
は
こ
の
春
に
竣
工
す
る
が
、
建
設
中
の
姿

か
ら
も
見
て
と
れ
た
こ
の
巨
大
な
施
設
の
横
を
誘

わ
れ
る
か
の
よ
う
に
列
車
は
よ
う
や
く
淀
駅
の

ホ
ー
ム
に
滑
り
込
む
。

今
回
と
り
あ
げ
る
新
居
家
の
由
緒
に
お
い
て
決

し
て
無
関
係
と
は
い
え
な
い
こ
の
京
都
競
馬
場
を

背
に
し
、
淀
駅
か
ら
は
京
都
府
道
一
二
六
号
線
を

南
下
す
る
。
徒
歩
一
〇
分
足
ら
ず
の
位
置
に
あ
る

文
相
寺
と
い
う
寺
に
差
し
掛
か
る
。

こ
の
辺
り
は
、
淀
新
町
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
、

江
戸
期
か
ら
淀
城
下
の
町
割
り
に
含
ま
れ
る
。
淀

こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
現
在
は
、
２
月
中
旬
で
あ
る
。
１
月
に
は
、
第
13
期
京
都
市
文
化
財
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
育
成
講
座
（
建
造
物
）
が
開
講
し
た
。

コ
ロ
ナ
前
と
変
わ
ら
ぬ
状
況
で
あ
れ
ば
、
７
月
に
修
了
式
を
迎
え
、
ま
た
新
た
な
文
化
財
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仲
間
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

「
京
都
を
彩
る
建
物
や
庭
園
（
以
下
、
京
彩
）」
制
度
と
京
都
市
文
化
財
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
以
下
、
文
マ
ネ
）
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

12
回
目
の
寄
稿
と
な
る
今
回
は
、
推
薦
や
調
査
な
ど
京
彩
制
度
に
対
す
る
従
来
の
関
わ
り
方
と
は
異
な
る
事
例
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

は
桂
川
、
宇
治
川
、
木
津
川
の
三
川
が
合
流
し
水

郷
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
も
あ
り
、
城
の
掘
割
も
川

の
水
を
利
用
し
、
城
下
一
帯
に
さ
な
が
ら
水
網
都

市
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
古
図

で
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
逆
に

言
え
ば
、
昔
か
ら
川
の
増
水
に
よ
る
水
害
に
苦
し

ん
で
き
た
土
地
と
も
い
え
る
。

一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
に
木
津
川
が
大
氾
濫

を
起
こ
し
た
こ
と
で
、
直
後
か
ら
こ
の
木
津
川
を

付
け
替
え
が
行
わ
れ
た
。
地
域
に
は
、
こ
の
明
治

新
政
府
が
手
掛
け
た
大
規
模
な
土
木
普
請
の
遺
構

が
数
多
く
の
こ
る
。

文
相
寺
の
南
側
の
小
路
か
ら
東
の
方
に
目
を
向

け
る
と
三
〇
ｍ
ほ
ど
先
に
三
角
屋
根
と
ア
ー
チ
窓

が
印
象
的
な
洋
館
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
登

録
有
形
文
化
財
「
新
居
家
住
宅
」
で
あ
る
。

小
路
を
進
む
と
直
前
で
右
手
に
折
れ
、
南
側
に

廻
り
込
む
と
ど
う
じ
に
、
川
石
を
積
ん
だ
小
さ
な

石
段
と
胸
の
高
さ
ほ
ど
の
門
構
え
が
出
迎
え
て
く

れ
る
。
敷
地
南
西
隅
に
位
置
す
る
新
居
家
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
あ
る
。
門
に
取
り
つ
く
柵
も
杉
皮
で
施

さ
れ
て
い
る
が
、
目
立
つ
位
置
に
登
録
文
化
財
の

標
識
を
複
写
し
た
も
の
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
町

家
な
ど
で
は
軒
下
の
入
口
脇
な
ど
に
よ
く
掲
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
。
果

た
し
て
標
識
そ
の
も
の
が
、
登
録
文
化
財
に
住
ま

わ
れ
て
い
る
全
て
の
所
有
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
シ
ン
ボ
ル
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
少
な
く

と
も
新
居
家
で
は
大
切
な
標
識
を
「
雨
晒
し
に
な

ん
て
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
気
配
り
の
表
れ
で
あ

ろ
う
と
、
初
め
て
訪
ね
た
際
に
強
く
感
じ
た
。

往
来
か
ら
目
に
し
た
の
は
典
型
的
な
洋
館
の
姿

だ
け
で
あ
っ
た
が
、
門
越
し
に
眺
め
る
建
物
の
風

景
は
、
和
瓦
を
載
せ
屋
根
や
奥
の
庭
へ
つ
づ
く
露

地
門
な
ど
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
新
居
家
は
洋
館

と
和
館
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
主
屋
と
位

置
付
け
ら
れ
る
和
館
に
は
特
異
な
離
れ
を
持
つ
歴

史
的
建
造
物
な
の
で
あ
る
。

新
居
家
は
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
に
登

録
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に

京
都
市
文
化
財
保
護
課
・
石
川
祐
一
氏
に
よ
る
調

査
で
由
緒
沿
革
や
建
築
年
代
か
ら
以
降
の
経
緯
な

ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
具
申
時
の
資
料
に

よ
れ
ば
、
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
に
大
阪
市

住
吉
区
天
王
寺
町
の
黒
木
畩
次
郎
が
こ
の
土
地
を

購
入
し
て
い
る
こ
と
が
旧
土
地
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
黒
木
畩
太
郎
を
施
主
と
し
て
、
請

負
人
・
山
村
瀬
次
郎
、
大
工
・
森
口
末
吉
に
よ
っ

て
普
請
が
行
わ
れ
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年

二
月
五
日
に
上
棟
し
た
こ
と
を
伝
え
る
御
幣
が
主

屋
の
小
屋
裏
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
六
月
所
有
者
の
移
転

を
経
て
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
、
新
居
家

に
所
有
権
が
移
っ
た
。
現
当
主
の
新
居
毅
一
氏
に

よ
れ
ば
、「
先
代
が
戦
禍
に
よ
る
被
害
を
避
け
る

た
め
大
阪
の
都
市
部
か
ら
こ
の
地
へ
移
っ
た
。」

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、当
初
の
建
築
主
の
黒
木
は
、

別
宅
と
し
て
こ
の
屋
敷
を
建
て
た
と
い
う
口
伝
が

残
る
。
同
資
料
で
は
、〝
質
の
高
い
郊
外
住
宅
〟

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
京
都
市
内
で
は
あ
る

が
、
街
な
か
の
著
名
な
町
家
や
同
時
代
の
建
物
と

比
べ
て
も
見
劣
り
す
る
こ
と
な
く
、見
所
も
多
い
。

今
回
は
そ
の
様
相
を
お
伝
え
し
た
い
と
考
え
た
。

あ
ら
た
め
て
、
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
延
段
を
進
み

玄
関
前
か
ら
の
眺
め
か
ら
話
を
戻
す
。

入
母
屋
屋
根
を
載
せ
格
子
戸
玄
関
は
和
館
部
分

に
構
え
て
い
る
が
、
洋
館
に
接
す
る
境
界
と
し
て

の
位
置
で
も
あ
る
。玄
関
よ
り
左
手
西
側
が
洋
館
、

右
手
東
側
が
和
館
と
な
る
。

洋
館
は
、
木
造
２
階
建
で
、
急
勾
配
の
切
妻
屋

根
を
フ
ラ
ン
ス
瓦
で
葺
い
て
い
る
。
外
壁
は
モ
ル

タ
ル
で
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
西
側
の
２
階
妻
壁

に
は
前
述
の
ア
ー
チ
窓
が
三
連
に
並
び
、
そ
の
上

部
に
木
組
の
一
部
を
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
の
よ
う

に
表
し
と
し
塗
装
を
施
し
て
い
る
。
玄
関
前
か
ら

眺
め
る
正
面
南
側
の
外
壁
は
１
階
に
縦
長
窓
を
並

べ
、
２
階
は
２
尺
ほ
ど
張
り
出
し
た
外
壁
の
間
口

い
っ
ぱ
い
に
開
き
窓
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
下
端

に
は
妻
壁
同
様
に
出
桁
を
表
し
た
意
匠
を
施
し
て

い
る
。

和
館
は
、
木
造
２
階
建
で
。
和
瓦
で
葺
い
た
入

母
屋
屋
根
で
あ
り
、
玄
関
を
構
え
る
南
側
は
平
側

と
な
る
。
玄
関
内
部
に
入
る
と
ま
ず
最
初
に
、
四

半
敷
き
を
模
し
た
目
地
が
刻
ま
れ
た
モ
ル
タ
ル
の

床
に
気
づ
く
。
取
次
と
し
て
続
く
玄
関
の
間
は
四

ながまつ・たかし
スクール・アーキテクツ
一級建築士事務所代表
京都市文化財マネージャー（建造物）
認定NPO法人 古材文化の会理事

新
居
家
と
淀
の
ま
ち
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畳
半
で
天
井
は
格
天
井
の
一
種
と
思
わ
れ
る
意
匠

が
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
代

の
建
築
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
間
取
の
軸
と
な
る
玄

関
か
ら
の
中
廊
下
と
い
っ
た
動
線
空
間
の
気
配
は

消
さ
れ
、
前
方
（
北
側
）
左
寄
り
に
半
畳
の
踏
込

み
の
み
を
設
け
る
。
こ
の
踏
込
み
は
和
洋
両
館
を

接
続
す
る
半
間
幅
で
長
さ
１
間
半
ほ
ど
の
廊
下
や

２
階
へ
の
階
段
の
入
り
口
で
あ
る
。こ
の
廊
下
は
、

北
側
奥
の
台
所
の
手
前
に
位
置
す
る
三
畳
ほ
ど
の

板
の
間
を
介
し
て
、
洋
館
の
応
接
間
や
和
館
の
茶

の
間
を
結
ぶ
も
の
で
あ
り
、
家
人
の
み
に
限
ら
れ

た
生
活
動
線
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
中
廊
下
に
類
す

る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
間
口
一
間
半
、
奥
行
き

一
間
の
玄
関
と
併
せ
て
こ
の
邸
宅
の
導
入
部
は
コ

ン
パ
ク
ト
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。

左
手
（
西
側
）
の
ド
ア
を
開
く
と
、
洋
館
の
１

階
、
応
接
間
で
あ
る
。
床
は
寄
木
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

を
敷
き
、
壁
は
練
付
け
合
板
を
貼
っ
た
腰
壁
と
ド

イ
ツ
壁
風
の
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
と
し
、
さ
ら
に
そ

の
上
部
の
壁
か
ら
装
飾
的
な
造
形
が
付
加
さ
れ
た

梁
廻
り
と
天
井
は
漆
喰
で
仕
上
げ
て
い
る
。
北
面

の
腰
部
に
作
り
付
け
ら
れ
た
化
粧
棚
に
は
筆
返
し

の
よ
う
な
部
位
を
持
つ
。
最
も
目
立
つ
の
は
部
屋

の
北
西
隅
に
構
え
た
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス
形
の
ス

ト
ー
ブ
置
き
場
で
あ
る
。
カ
ラ
フ
ル
な
釉
薬
に

よ
っ
て
彩
色
さ
れ
た
タ
イ
ル
が
施
さ
れ
て
い
る
。

応
接
間
の
北
側
は
玄
関
の
間
と
同
様
に
、
半
畳

の
踏
込
み
を
介
し
て
前
述
の
廊
下
に
つ
づ
く
。

一
方
、
玄
関
の
間
の
右
手
（
東
側
）
は
和
館
主

屋
の
十
畳
の
座
敷
で
あ
る
。
東
面
に
一
間
幅
の
床

の
間
と
床
脇
を
備
え
る
。
矢
形
を
モ
チ
ー
フ
に
象

ら
れ
た
障
子
の
桟
の
組
子
の
意
匠
は
粋
で
あ
り
、

ま
た
、
天
袋
、
地
袋
を
含
め
て
全
て
の
襖
、
表
具

類
の
縁
に
根
来
塗
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
艶
っ

ぽ
く
も
あ
る
。
天
井
か
ら
吊
ら
れ
た
灯
具
は
当
初

か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
矢
を
重
ね
た
紋

様
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

座
敷
の
南
に
は
庭
に
面
し
て
縁
側
を
通
し
、
奥

に
便
所
を
備
え
る
。

北
側
は
八
畳
の
仏
間
で
あ
り
、
座
敷
と
対
称
に

北
側
の
庭
に
面
し
て
縁
側
を
通
し
、
さ
ら
に
北
側

奥
に
離
れ
座
敷
を
張
り
出
し
て
い
る
。

こ
の
離
れ
座
敷
は
、
東
面
に
北
側
に
付
書
院
を

備
え
る
本
床
、
南
側
に
琵
琶
床
を
配
し
、
そ
の
間

に
床
脇
を
備
え
る
が
、
普
請
を
楽
し
ん
で
い
る
こ

と
が
一
目
で
解
か
る
。
漆
塗
の
床
框
を
設
け
た
本

床
の
地
板
は
床
脇
ま
で
通
し
て
一
枚
と
し
、
そ
の

蹴
込
や
床
柱
の
絞
り
丸
太
の
み
な
ら
ず
、
大
き
く

御
湾
曲
し
た
竹
や
変
木
を
床
の
間
空
間
一
帯
に
散

り
ば
め
て
い
る
。
琵
琶
床
の
前
の
天
井
を
垂
壁
で

仕
切
り
、
竹
網
代
を
張
る
な
ど
茶
室
風
を
意
識
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、一
転
と
し
て
庭
側
を
み
る
と
、

手
が
込
ん
だ
欄
間
障
子
に
加
え
、
菱
形
に
桟
を
組

む
北
面
と
西
面
の
縁
側
と
を
仕
切
る
障
子
を
閉
じ

る
と
、
空
間
全
体
が
ダ
イ
ア
ゴ
ナ
ル
な
ラ
イ
ン
で

支
配
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
橋

本
に
残
る
遊
郭
跡
を
拝
見
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

そ
れ
と
似
た
非
日
常
的
な
印
象
を
強
く
受
け
る
の

で
あ
る
。
具
申
資
料
に
は
〝
濃
厚
な
数
寄
屋
風
意

匠
〟
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、夕
陽
が
差
し
込
む
と
、

妖
艶
な
数
奇
空
間
に
様
変
わ
り
す
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
こ
の
離
れ
座
敷
は
、黒
木
畩
太
郎
の
後
、

二
代
目
の
所
有
者
と
な
っ
た
前
田
末
吉
に
よ
っ
て

増
築
さ
れ
た
。
橋
本
（
現
八
幡
市
）
で
遊
郭
・
京

華
楼
を
営
ん
で
い
た
人
物
が
施
主
と
な
っ
て
得
た

こ
と
を
知
る
と
想
像
が
膨
ら
む
空
間
で
も
あ
る
。

増
築
時
期
は
、
新
居
家
が
所
有
者
と
な
る
一
九
四

三
（
昭
和
十
八
）
年
ま
で
の
間
と
考
え
ら
れ
る
が
、

戦
争
末
期
に
お
い
て
は
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い

限
り
、
こ
の
よ
う
に
贅
を
尽
く
し
て
普
請
が
な
さ

れ
た
と
は
想
像
し
づ
ら
く
、
私
見
で
あ
る
が
、
増

田
末
吉
が
購
入
し
た
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年

か
ら
さ
ほ
ど
月
日
を
経
る
こ
と
な
く
普
請
さ
れ
た

と
考
え
る
。

階
段
を
上
る
と
右
手
（
西
側
）
が
洋
館
２
階
、

東
左
手
（
東
側
）
が
和
館
２
階
と
な
り
、
い
ず
れ

も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で
あ
る
。

２
階
洋
室
の
内
装
は
応
接
間
と
類
似
し
、
天
井

に
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。
外
観
と
し
て
最
初
に

目
に
し
た
ア
ー
チ
窓
に
は
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が

嵌
ま
る
が
、
長
く
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
を
用
い

て
、
近
年
に
復
原
的
に
改
修
さ
れ
た
も
の
だ
。

具
申
資
料
で
は
、
こ
の
洋
館
の
建
築
時
期
に
つ

い
て
は
、〝
和
館
と
同
時
期
と
考
え
ら
れ
る
が
、

和
館
と
の
取
付
き
に
や
や
不
自
然
な
部
分
も
あ

り
、
増
築
の
可
能
性
も
残
さ
れ
る
〟
と
記
さ
れ
て

お
り
、
実
際
に
見
て
も
判
断
は
難
し
い
。

外
部
空
間
に
目
を
移
す
と
、
南
北
２
つ
の
庭
の

対
比
も
興
味
深
い
。
座
敷
か
ら
眺
め
る
南
側
の
庭

で
は
、
縁
先
に
置
か
れ
た
畳
大
ほ
ど
の
鞍
馬
石
の

沓
脱
石
が
特
徴
的
で
、
多
く
の
灯
籠
を
配
す
る
庭

で
あ
る
。一
方
で
仏
間
か
ら
眺
め
る
北
側
の
庭
は
、

高
床
と
な
っ
た
離
れ
の
床
組
み
の
下
か
ら
流
れ
出

す
か
の
よ
う
な
枯
池
を
設
け
、
架
か
る
石
橋
は
、

前
後
で
著
し
く
大
き
さ
を
変
え
て
い
る
。
さ
ら
に

庭
全
体
が
段
丘
上
に
な
っ
て
お
り
奥
に
向
か
っ
て

地
盤
を
下
げ
る
。
奥
行
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
庭
で

あ
る
が
、
錯
視
に
よ
り
遠
近
感
を
デ
フ
ォ
ル
メ
し

た
作
庭
で
あ
る
。
古
地
図
を
見
る
と
明
治
期
ま
で

は
こ
の
敷
地
の
北
側
は
木
津
川
を
引
き
込
ん
だ
水

路
で
あ
っ
た
。
も
し
現
在
も
裏
地
に
水
面
が
見
え

る
の
で
あ
れ
ば
こ
の
庭
の
眺
め
は
今
以
上
に
豊
か

な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
新
居
家
の
特
徴
の
概
要
で
あ
る
。
登
録

文
化
財
具
申
時
の
評
価
は
、
大
正
後
期
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
中
流
階
級
に
よ
る
洋

室
付
郊
外
住
宅
の
典
型
的
な
事
例
で
あ
る
と
記
さ

れ
て
い
る
。

アプローチ手前からの望見

北庭と離れ座敷西面

府道から見える象徴的な外観
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新
居
家
は
「
京
彩
」
選
定
の
翌
年
に
登
録
文
化

財
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
基
に
認
定

建
物
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
つ
ま
り
調
査
を
通
じ

た
我
々
文
マ
ネ
と
の
繋
が
り
は
な
い
。
そ
の
上
で

筆
者
が
新
居
家
と
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
、「
京
彩
」
制
度
が
醸
成
し
続
け
て
い
る
こ

と
に
あ
る
と
考
え
る
。
創
設
以
来
十
一
年
と
な
る

こ
の
制
度
は
文
マ
ネ
だ
け
が
活
動
し
て
支
え
て
い

る
も
の
で
は
な
い
。
制
度
の
主
体
は
い
う
ま
で
も

な
く
所
有
者
で
あ
る
。
維
持
管
理
や
活
用
に
関
す

る
情
報
交
換
や
親
睦
を
目
的
と
し
て
「
所
有
者
の

会
」
が
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
中
に

〝
京
と
彩
り
会
〟
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
設
け
、

そ
の
会
長
と
し
て
先
頭
に
た
た
れ
て
い
る
の
が
、

新
居
家
所
有
者
の
毅
一
氏
で
あ
り
、
ご
夫
妻
で
協

力
し
な
が
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

積
極
的
な
活
用
方
法
と
し
て
の
取
り
組
み
の
ひ

と
つ
が
、
新
居
家
を
「
ま
い
ま
い
京
都
」
と
連
携

し
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。「
ま
い
ま
い
京
都
」は
数
多
く
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー

で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
二
〇
二
一
（
令
和
３
）
年

よ
り
〝
洋
館
付
き
近
代
住
宅
の
名
作
〟
と
い
う
呼

称
を
用
い
、
新
居
家
の
紹
介
に
淀
の
ま
ち
歩
き
を

組
み
合
わ
せ
た
ツ
ア
ー
が
加
え
ら
れ
た
。
ガ
イ
ド

所
有
者
に
よ
る
取
り
組
み

応接間西面全景

洋館2階西面のアーチ窓

矢をモチーフとした障子の組子（座敷）

北西面の障子（離れ座敷）

連続した床の間廻り（離れ座敷）

泰山タイルによるマントルピース形のストーブ置き場
（応接間） 
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●参考資料 
　「新居家住宅主屋」
　登録文化財具申資料

●取材協力 （敬称略）
　新居毅一（新居家所有者）
　石川祐一（京都市文化市民局
　　　　　　文化芸術都市推進室
　　　　　　　　　文化財保護課）
　藤井容子（まいまい京都)）
　畝　博之（文化財マネージャー）

を
担
う
の
は
新
居
氏
と
文
化
財
保
護
課
の
石
川
氏

で
あ
る
。
地
域
の
歴
史
や
建
物
の
由
緒
を
最
も
知

る
所
有
者
自
ら
と
実
際
に
登
録
文
化
財
へ
導
い
た

者
に
よ
る
ガ
イ
ド
は
実
感
の
あ
る
も
と
し
て
伝
わ

る
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
応
接
間
の
ス
ト
ー
ブ
置

き
場
の
タ
イ
ル
に
つ
い
て
、
色
合
い
や
レ
リ
ー
フ

の
モ
チ
ー
フ
な
ど
か
ら
タ
イ
ル
研
究
者
等
に
よ
っ

て
泰
山
製
陶
所
に
よ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
、
マ
ニ
ア
の
関
心
を
集
め
、
人
気
の
コ
ー

ス
と
な
っ
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
同
年
秋
か
ら

諸
事
情
に
よ
り
石
川
氏
の
役
目
を
筆
者
が
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
調
査
は
も
ち
ろ
ん
、
一
度
も

訪
ね
た
こ
と
が
な
く
、
役
目
と
し
て
務
ま
る
の
か

不
安
で
も
あ
っ
た
が
、
近
代
の
郊
外
型
と
い
う
類

は
、
最
も
力
を
入
れ
て
き
た
も
の
で
も
あ
り
、
実

際
、
石
川
氏
の
引
率
に
よ
り
下
見
を
行
い
、
簡
単

な
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
段
階
で
、
こ
の
建
物
へ

の
関
心
が
一
気
に
膨
ら
ん
だ
。

昨
年
秋
ま
で
に
五
回
を
数
え
た
ガ
イ
ド
は
、
ま

ち
歩
き
で
は
、
旧
木
津
川
流
路
の
堤
防
跡
の
土
手

に
建
つ
「
木
田
醤
油
」
や
水
運
時
代
の
遺
構
で
も

あ
る
「
浜
納
屋
」「
浮
田
家
」（
い
ず
れ
も
選
定
建
）

に
つ
い
て
解
説
し
、
新
居
家
で
は
、
洋
館
を
説
明

す
る
新
居
氏
と
分
か
れ
和
館
の
ガ
イ
ド
を
受
け

持
っ
て
い
る
。

石
川
氏
と
比
べ
る
と
専
門
性
の
高
い
解
説
を
行

う
に
は
ス
キ
ル
と
し
て
程
遠
い
が
、
特
徴
的
な
間

取
り
や
意
匠
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
移
転
の
変
遷

や
地
域
的
な
背
景
を
再
考
し
な
が
ら
、
推
察
す
る

余
地
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
会
を
重
ね
る
ご
と

に
、
新
居
氏
ご
夫
妻
と
の
会
話
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
ツ
ア
ー
参
加
者
と
の
や
り
と
り
に
お
い
て
も

新
た
な
発
見
や
疑
問
が
生
ま
れ
る
。

建
築
当
初
、
海
軍
将
校
ら
が
集
い
、
新
居
家
の

応
接
間
で
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
た
と
い
う

口
伝
が
残
る
こ
の
郊
外
住
宅
で
あ
る
が
、
黒
木
畩

太
郎
に
よ
る
土
地
の
取
得
と
同
じ
年
に
、
現
在
の

地
に
京
都
競
馬
場
が
移
転
し
た
。
西
洋
に
お
い
て

は
、
紳
士
淑
女
の
社
交
の
場
で
も
あ
っ
た
こ
の
競

馬
に
着
目
し
、
環
境
で
は
な
く
娯
楽
を
目
的
に
別

宅
と
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
話
題
に
す
る
が
、

こ
れ
に
は
、
座
敷
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
矢
形
の
意

匠
の
数
々
に
つ
い
て
、〝
矢
を
的
に
当
て
る
〟
こ

と
と
予
想
を
〝
的
中
〟
を
懸
け
た
も
の
で
は
な
い

か
と
言
っ
た
具
合
に
問
い
か
け
、
推
察
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
。

最
近
に
な
り
、
離
れ
座
敷
の
欄
間
に
も
矢
違
い

の
形
を
見
つ
け
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
主
屋
に
当

初
か
ら
手
掛
け
ら
れ
た
意
匠
を
座
敷
に
取
り
込
ん

だ
の
か
、
或
い
は
、
主
屋
座
敷
の
設
え
の
多
く
も

離
れ
座
敷
の
増
築
時
に
一
斉
に
自
分
の
趣
味
に
取

り
替
え
た
の
か
、
新
た
な
疑
問
が
生
じ
た
。
主
屋

座
敷
の
な
か
で
唯
一
朱
色
が
際
立
つ
襖
の
縁
の
根

来
塗
な
ど
は
、
後
者
の
可
能
性
も
強
く
感
じ
る
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
新
居
氏
と
の
会
話
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
ツ
ア
ー
参
加
者
と
の
や
り
と
り
に

お
い
て
も
新
た
な
発
見
や
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
も

少
な
く
な
く
、
そ
の
都
度
、
次
回
迄
に
調
べ
る
こ

と
で
、
説
明
の
内
容
が
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ

る
。
い
わ
ば
、
調
査
を
行
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
も
あ
る
が
、
細
か
な
設
え
や
こ
だ
わ
り
の
あ
る

細
工
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
文
マ
ネ
、
あ
る
い
は
建

築
士
と
し
て
何
度
訪
ね
て
観
て
も
、
飽
き
る
こ
と

な
く
魅
か
れ
る
の
が
こ
の
新
居
家
を
筆
者
が
推
す

理
由
で
も
あ
る
。

さ
て
、
昨
年
五
月
に
、『
大
河
へ
の
道
』
と
い

う
映
画
が
公
開
さ
れ
た
が
、
主
演
・
中
井
貴
一
が

扮
し
た
公
務
員
が
橋
爪
功
扮
す
る
脚
本
家
の
自
邸

を
訪
ね
る
シ
ー
ン
が
あ
る
。
こ
の
シ
ー
ン
は
こ
の

新
居
家
の
洋
館
応
接
間
と
和
館
主
屋
の
座
敷
で
撮

影
さ
れ
た
。
京
都
市
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
し
て
の
活
用
を
推
す

事
業
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
ツ
ア
ー
の
最
後
に
必

ず
、
新
居
氏
よ
り
こ
の
説
明
が
あ
り
、
さ
ら
に
参

加
者
が
座
っ
て
い
る
椅
子
の
ひ
と
つ
を
指
差
し
、

「
中
井
さ
ん
が
お
座
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」
と

い
っ
た
具
合
に
声
を
か
け
ら
れ
る
。

歴
史
的
建
造
物
の
活
用
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
る

と
、
限
ら
れ
た
用
途
し
か
思
い
つ
か
な
い
こ
と
が

多
い
が
、
他
団
体
の
活
動
や
制
度
を
取
り
入
れ
る

方
法
を
こ
の
新
居
家
を
通
じ
て
知
る
こ
と
に
な
っ

た
。お

か
げ
で
、
建
物
の
公
開
に
併
せ
て
解
説
（
ガ

イ
ド
）
を
行
う
機
会
を
こ
の
新
居
家
に
お
い
て
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
、
ま
い
ま
い
京
都
と
の

個
人
レ
ベ
ル
の
つ
な
が
り
は
、
昨
年
十
一
月
に
開

催
さ
れ
た
「
京
都
モ
ダ
ン
建
築
祭
」
に
お
い
て
、

文
マ
ネ
有
志
十
一
名
が
ガ
イ
ド
と
し
て
取
り
組
ん

だ
ミ
ニ
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
の
追
加
開
設
に
繋
が
っ

た
。
さ
ら
に
こ
れ
は
、
文
マ
ネ
に
よ
る
新
し
い
活

動
や
事
業
に
発
展
す
る
可
能
性
を
も
帯
び
る
も
の

と
な
っ
た
。
次
回
は
こ
の
こ
と
を
取
り
上
げ
て
み

た
い
。

旧堤防に残る木田醤油浜納屋前でガイド中の新居氏（中央）と筆者（左端）

座敷について説明中の筆者 

春の開催は、淀水路の河津桜の時期と重なる
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深
草
の
京
町
家

京
都
市
伏
見
区

明
治
40
年
頃
築
の
京
町
家
主
屋
の
全
面
改
修
工
事

で
す
。

主
屋
は
間
口
6.5
間
、
奥
行
６
間
の
二
列
３
室
型
の

総
二
階
建
で
、
大
屋
根
は
煙
出
し
の
あ
る
風
切
り
丸

二
列
の
瓦
葺
き
の
平
入
り
、
妻
側
の
外
壁
と
軒
天
は

漆
喰
の
塗
籠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
階
部
分
に
は
大
戸
、
く
ぐ
り
戸
、
出
格
子
に
は

二
本
子
持
ち
の
通
し
格
子
、
駒
寄
せ
、
二
階
部
分
に

は
虫
籠
窓
な
ど
の
町
家
ら
し
い
意
匠
が
ほ
ぼ
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
形
で
残
っ
て
い
ま
し
た
。
内
部
も
、
座
敷
の

造
作
を
は
じ
め
、
通
り
庭
の
お
く
ど
さ
ん
、
井
戸
、

煤
だ
ら
け
の
火
袋
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
架
構
等
、
当

時
の
生
活
が
偲
ば
れ
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
で
は
、
こ
の
大
き
な
主
屋
は
生
活
の

場
と
し
て
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
ご
家

族
５
人
は
離
れ
で
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、﹁
主

屋
で
家
族
そ
ろ
っ
て
快
適
な
生
活
を
し
た
い
。﹂
と

い
う
ご
家
族
の
強
い
ご
要
望
で
、
大
型
の
町
家
で
は

珍
し
い
現
代
的
要
素
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
住
宅

と
し
て
の
改
修
計
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。

計
画
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
主
屋

の
伝
統
的
意
匠
を
ど
こ
ま
で
改
修
す
る
の
か
大
変
悩

み
ま
し
た
が
、
次
代
の
改
修
工
事
に
備
え
て
復
元
が

可
能
な
工
事
と
す
る
こ
と
と
、
ご
家
族
が
こ
の
先
も

ず
っ
と
こ
の
主
屋
で
笑
顔
が
絶
え
な
い
円
満
な
生
活

を
送
ら
れ
る
こ
と
を
主
眼
に
、
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を

押
え
て
計
画
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

１　

限
界
耐
力
計
算
に
基
づ
く
耐
震
補
強

２　

通
り
景
観
に
配
慮
し
た
外
観
意
匠
の
保
存

３　

一
階
の
内
観
意
匠
の
改
修
は
、

　
　

通
り
庭
→
現
代
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル
と
設
備
を

取
り
入
れ
、
一
部
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
伝
統
的

意
匠
と
構
造
美
を
保
存
す
る
。

　
　

一
列
目
（
だ
い
ど
こ
等
）
→
伝
統
的
意
匠
と
構

造
美
を
保
存
し
、
一
部
に
現
代
的
な
生
活
ス
タ

G
A

L
L

E
R

Y

作
品
紹
介

LDK上部のロフトの架構

主玄関

改修後の通り外観

オリジナルのままの主座敷

二列目おもての間から主座敷を見る

奥の間を改修した主寝室
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建築主／個人
改修計画・設計／西田一級建築士事務所　西田教子
構造設計／（同）一級建築士事務所アトリエＳＵＳ４　能戸謙介
協　力（住宅設備）／Emmy’s工房　渡邉えみ
施　工／（株）木村工務店

所在地／京都市伏見区
用　途／専用住宅
工　期／2021年12月～2022年6月
建築面積／175.35㎡
延床面積／280.05㎡
構造規模／木造二階建（伝統工法）

撮影（内観）／松田デザインラボ　松田容子

イ
ル
を
取
り
入
れ
る
。

　
　

�

二
列
目
（
座
敷
等
）
→
縁
側
を
通
し
て
見
る
奥

庭
の
景
色
と
室
内
の
伝
統
的
意
匠
を
保
存
す
る
。

４　
�

二
階
の
内
観
意
匠
は
、
若
い
世
代
の
生
活
ス
タ

イ
ル
を
重
視
す
る
。

一
年
半
後
、
主
屋
は
ご
家
族
の
生
活
の
場
と
し
て

見
事
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

な
お
こ
の
計
画
は
、
京
都
市
の
ま
ち
の
匠
の
知
恵

を
活
か
し
た
京
都
型
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
補
助
金

（
本
格
耐
震
改
修
）、
指
定
京
町
家
改
修
補
助
金
を
受

け
て
い
ま
す
。

（
西
田
一
級
建
築
士
事
務
所　

西
田
教
子
）

二階廊下

一列目リビングから通り庭のキッチンを見る通り庭のキッチンから一列目のリビングを見る

厨子二階の子供室
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先
輩
の
建
築
家
に
誘
わ
れ
て
、
阿
部
勤
氏
の

自
邸
「
中
心
の
あ
る
家 

」
に
初
め
て
訪
れ
た

の
は
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
で
し
た
。
所

沢
の
閑
静
な
住
宅
街
に
あ
り
、
入
口
の
前
の
敷

地
内
に
植
え
ら
れ
た
大
き
な
欅
が
街
路
樹
と
な

っ
て
、
敷
地
内
な
の
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
ポ
ケ
ッ

ト
空
間
が
で
き
て
い
て
、
家
が
街
に
溶
け
込
む

よ
う
な
一
体
感
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

そ
の
２
年
後
、
幸
運
な
こ
と
に
再
び
訪
れ
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
阿
部
さ
ん
の
手
料
理
を

囲
ん
で
の
長
時
間
の
滞
在
。
至
る
と
こ
ろ
に
ぶ

ら
下
げ
ら
れ
た
ハ
ン
モ
ッ
ク
ソ
フ
ァ
、
古
い
ピ

ア
ノ
、
部
屋
の
中
に
さ
り
げ
な
く
置
か
れ
た
ア

ン
テ
ィ
ー
ク
や
ア
ジ
ア
の
小
物
た
ち
。
壁
で
囲

ま
れ
た
中
心
の
あ
る
家
は
、
狭
い
家
の
中
に
多

彩
な
景
色
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
２
階
に
置

か
れ
た
手
作
り
の
デ
イ
ベ
ッ
ド
は
最
高
に
居
心

地
が
よ
く
て
、
一
緒
に
訪
れ
た
建
築
家
が
ぐ
っ

す
り
眠
っ
て
し
ま
い
、
置
い
て
帰
り
そ
う
に
な

る
と
い
う
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

何
度
で
も
訪
れ
た
い
と
思
う
住
宅
で
、
ち
ょ

う
ど
出
版
さ
れ
た
こ
の
本
を
見
な
が
ら
、
コ
ロ

ナ
が
あ
け
た
ら
ま
た
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
阿
部
さ
ん
の
訃
報
が

入
っ
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
気
持
ち
と
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
あ
の
素
敵
な
住
宅

が
、
住
宅
遺
産
と
し
て
何
ら
か
の
形
で
ず
っ
と

生
き
続
け
て
欲
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

 （
大
喜
書
店　

岡
田
良
子
）

【中心のある家　
建築家・阿部勤 自邸の50年】

　竣工し50年目を迎える今も、
「毎日発見がある」という〈中心
のある家〉。建築家自身が竣工時
の原形を活かしながら、空間をつ
くり、手入れし、住まい続けてき
た。図面・スケッチ164点、撮り
下ろし写真34点、記録写真など
の関連資料213点で辿る、日々繰
り返される小さな改良や成長する
庭とまちの関係、古びない家の軌
跡。

著者：阿部　勤
写真：藤塚光政
発行：学芸出版社
定価：4,000円（税別）

私
が
子
供
の
頃
か
ら
初
詣
、
祭
事
、
神
事
な
ど

で
慣
れ
親
し
ん
だ
「
竹
野
神
社
」
に
つ
い
て
今
さ

ら
な
が
ら
色
々
調
べ
て
み
る
と
興
味
深
い
歴
史
が

あ
り
ま
し
た
。

竹
野
神
社
は
、
聖
徳
太
子
の
母
「
間
人
皇
后
」

ゆ
か
り
の
地
で
あ
る「
立
岩
」か
ら
少
し
南
の「
神

明
山
古
墳
」
の
麓
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
神
明
山

古
墳
は
古
墳
時
代
中
期
（
４
世
紀
末
～
５
世
紀
初

期
）
に
大
和
の
王
墓
を
モ
デ
ル
に
築
造
さ
れ
た
日

本
海
側
屈
指
の
大
き
さ
を
誇
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
古
代
か
ら
丹
後
と
大
和
政
権
は
密
接
な
関
り

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、「
丹
後
王
国
」
が
あ
っ

た
の
で
は
？
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
竹
野
神
社
と
神
明
山
古
墳
と
の
立
地
関
係

か
ら
神
社
と
古
墳
の
関
係
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。
竹
野
神
社
は
９
代
開
化
天
皇
の
妃
と
な
っ

た
「
竹
野
媛
」
が
晩
年
帰
郷
し
た
際
に
「
天
照
皇

大
神
」
を
祀
っ
て
創
建
し
た
と
い
わ
れ
お
り
、
旧

竹
野
郡
で
唯
一
の
「
大
社
」
の
社
格
を
誇
る
由
緒

正
し
い
神
社
で
す
。

現
在
の
社
殿
は
、
１
８
３
０
（
天
保
１
）
年
に

再
建
さ
れ
た
も
の
で
（
１
５
３
０
（
享
禄
３
）
年

10
月
に
火
災
で
焼
失
）
一
間
社
流
造
、
檜
皮
葺
で

天
皇
家
ゆ
か
り
を
意
味
す
る
菊
花
紋
、
皇
室
専
用

の
家
紋
で
あ
る
桐
花
紋
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
立
派

で
雰
囲
気
の
あ
る
拝
殿
と
な
っ
て
い
ま
す
。

流
造
と
は
、
神
明
造
か
ら
発
展
し
、
屋
根
が
反

り
屋
根
が
前
に
曲
線
形
に
長
く
伸
び
て
庇
と
な
っ

た
も
の
で
す
。
構
造
は
、
切
妻
造
・
平
入
で
、
側

面
か
ら
見
た
屋
根
形
状
は
対
称
形
で
は
な
く
、
正

面
側
の
屋
根
が
長
く
伸
び
て
お
り
、
中
門
は
神
社

建
築
と
し
て
は
珍
し
い
向
唐
門
の
派
手
な
デ
ザ
イ

ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
殿
、
中
門
共
に
京
都
府

登
録
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

境
内
は
植
生
が
豊
か
で
鬱
蒼
と
し
た
森
林
に
囲

ま
れ
て
お
り
、
ま
っ
す
ぐ
伸
び
た
ヒ
ノ
キ
が
あ
れ

ば
曲
が
り
く
ね
っ
た
広
葉
樹
が
あ
り
強
い
生
命
力

が
感
じ
ら
れ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

「
竹
野
テ
ン
キ
テ
ン
キ
」
と
い
う
古
く
か
ら
竹

野
地
区
の
子
供
た
ち
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
族
芸

能
が
あ
り
、
10
月
の
竹
野
神
社
の
祭
礼
に
演
じ
、

子
供
６
人
か
ら
な
る
素
朴
で
は
あ
る
が
風
流
囃
子

物
の
古
い
形
を
残
す
芸
能
。
中
世
の
習
わ
し
を
伝

え
る
貴
重
な
民
俗
芸
能
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら

も
京
都
府
登
録
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

竹
野
神
社
を
少
し
北
に
行
く
と
立
岩
や
日
本
海

を
一
望
で
き
る
大
成
古
墳
群
が
あ
り
、
過
去
に
ド

ラ
マ
等
の
ロ
ケ
地
に
使
わ
れ
た
景
色
の
素
晴
ら
し

い
展
望
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
鈍
っ
た
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
た
め
神
社
～

古
墳
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

丹
後
支
部　

大
村
洋
志

竹
野
神
社
（
通
称
／
斎
宮
神
社
）

丹
後
支
部

支
部
だ
よ
り

大喜書店
京都市下京区麩屋町五条上ル下鱗形町563番2
TEL：075-353-7169
OPEN：	12:00～18:30 水曜日定休
	 （土・日・祝日は11:00 ～）
京阪・清水五条駅から徒歩5分

う
ち
の
本
棚

今
月
の
一
冊

●

中門

本殿

大成古墳
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「京都だより」が２カ月に１回の発行
になることが決まりました。毎月の特
集記事に悩むことが軽減されることに
はなるのですが広報編集委員会に参加
していますと、士会の動きがいち早く
知られて、役得なのに残念です。物理
的に若い世代の人口が減ってきている
ため、会員の自然減小はやむをえない
と思いますがそれ以上に急激に会員数
が減っているようです。

昨今「Z世代」という言葉を聞きます。
Wikipediaによると「生まれながらにし
てデジタルネイティブである初の世
代」の事で、手元の端末で何でもでき
てしまい、それが当たり前。SNSで交
流し仲間をつくりが完結していたら、
自分が知りたい情報にしか目も耳も傾
けなくなり、なんだか偏った社会情報
に浸されるようでコワイです。

そういう目線から考えると、せめて
「京都だより」は様々な視点にたった
公平な編集でもって、会員のみなさま
のためになる情報をお届けしたいなと。
そして、生身の人間同士のつながりを、
会報を通じて感じていただければと思
います。

会員歴６年生？（徳光都妃子）

発
行
人
●
山
領
　
正
　
編
集
委
員
長
●
黒
木
要
州
　
編
集
委
員
●
加
藤
正
浩
／
徳
光
都
妃
子
／
西
田
教
子
／
沼
田
俊
之
／
橋
本
光
生
／

堀
尾
智
子
／
松
田
容
子
／
森
重
幸
子
／
矢
谷
明
也�

デ
ザ
イ
ン
●
松
本
和
子
　
印
刷
●
サ
ン
ケ
イ
デ
ザ
イ
ン
㈱

表
紙
の
こ
と
ば

表
紙
の
こ
と
ば

長
命
寺 

三
重
塔

戸
田
建
設（
株
）大
阪
支
店
建
築
設
計
室　

林　

伸
昭

長
命
寺
は
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
で
も
名
高
い
、

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
長
命
寺
町
に
あ
る
天
台
宗
系

単
立
の
寺
院
。
西
に
琵
琶
湖
を
望
む
長
命
寺
山
の

山
腹
に
位
置
し
、
山
号
は
姨い

綺き

耶や

山さ
ん

。
本
尊
は
木

造
千
手
観
音
立
像
、
十
一
面
観
音
立
像
、
聖
観
音

立
像
で
、
西
国
31
番
の
札
所
。
聖
徳
太
子
の
開
基

と
伝
わ
る
。

琵
琶
湖
畔
か
ら
続
く
８
０
８
段
の
長
い
石
段
を

登
る
と
東
西
に
広
が
る
境
内
に
到
る
。
境
内
は
三

重
塔
、
本
堂
、
鐘
楼
、
護
摩
堂
、
三
仏
堂
、
護
法

権
現
社
拝
殿
お
よ
び
渡
り
廊
下
が
建
ち
並
ぶ
。
鐘

楼
か
ら
み
る
こ
れ
ら
の
建
築
物
群
の
檜
皮
葺
屋
根

が
重
な
る
景
観
は
美
し
く
壮
観
な
眺
め
で
あ
る
。

三
重
塔
は
本
堂
右
手
の
東
側
の
一
段
高
く
な
っ

た
と
こ
ろ
に
西
面
し
て
建
ち
、
墨
書
銘
や
棟
札
、

寺
蔵
の
古
記
録
か
ら
１
５
８
９
（
天
正
17
）
年
に

工
事
に
着
手
、
約
８
年
を
か
け
て
再
建
さ
れ
た
。

国
指
定
重
要
文
化
財
。
三
間
三
重
塔
婆
、
こ
け
ら

葺
で
、
全
高
24
、35
メ
ー
ト
ル
。
各
層
と
も
高
欄

付
の
縁
を
設
け
、
外
部
を
丹
塗
り
や
黄
土
塗
り
と

し
、
組
物
は
各
層
と
も
三
手
先
。
屋
根
勾
配
が
中

世
の
塔
に
較
べ
て
急
な
勾
配
で
あ
る
こ
と
、
平
面

の
逓
減
率
が
小
さ
い
こ
と
、
軒
の
出
が
浅
い
等
の

特
徴
が
あ
り
、
桃
山
期
の
特
徴
が
よ
く
わ
か
る
建

物
で
あ
る
。

ス
ケ
ッ
チ
は
三
重
塔
の
本
堂
前
の
石
段
下
か
ら

見
上
げ
を
描
い
た
。
和
様
の
落
ち
着
い
た
構
成
で

あ
る
が
、
全
体
を
丹
塗
り
と
し
た
中
に
、
組
物
な

ど
を
彩
る
小
口
の
黄
土
が
映
え
て
独
特
な
印
象
が

あ
る
。
今
回
は
水
彩
と
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
を
使
っ

て
建
築
と
背
景
の
新
緑
と
の
対
照
を
表
現
し
て
み

た
。

お知らせ

建築士事務所に所属する建築士の方は３年に１度の受講が義務付けられています。
建築士会は定期講習実施協力機関として登録講習機関である

（公財）建築技術教育普及センターへ協力し、定期講習の適正な実施運営を行っています。

●実 施 団 体： （一社）京都府建築士会

●受講手数料：12,980円（税込）　※テキスト代、消費税を含む

※詳細は、当会ホームページをご覧ください。

一級／二級／木造建築士 定期講習
【令和５年度　講習会の開催について】

日　　付 会　　場 申込受付 定　員 会場コード

2023年 6 月 1 日㈭ 舞鶴21ビル
（DVD講習） 受付中　定員になり次第終了 50名 5Ｂ-01

2023年 6 月13日㈫ 京都テルサ
（DVD講習） 受付中　定員になり次第終了 100名 5Ｂ-02

2023年10月24日㈫ 京都テルサ
（DVD講習） 受付中　定員になり次第終了 100名 5Ｂ-03
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夷川通

押小路通

←地下鉄⑪⑬番出口

←コインパーキング
　　　（契約駐車場）
←コインパーキング
　　　（契約駐車場）

地下鉄⑯番出口→

京都市役所前駅

エレベータ
入口

御池通
御池地下駐車場（契約駐車場）

通行方向

契約駐車場（新椹木町沿コインパーキング・市営御池
地下駐車場）については駐車券を配布しております。

宮崎ビル４階➡

¡京都府知事指定 民間確認検査機関 ¡近畿地方整備局長登録 住宅性能評価機関
¡近畿地方整備局長登録 登録建築物エネルギー消費性能判定機関

募　　集

「京都だより」作品紹介ギャラリー
あなたの作品を広く紙面で紹介してみませんか？

本会では会誌「京都だより」に、会員の作品紹介ページを設けています。
建築、インテリア、ランドスケープなど、みなさまの個性あふれる作品をお待ちしております。

●募集対象は（一社）京都府建築士会会員が設計もしく
は施工に携わったものとします。

●掲載料は無料ですが、広報編集委員会にて選考の上、
掲載させていただきます。応募作品多数の場合等は、
掲載できないこともありますのでご了承下さい。

●写真の撮影者名は必ず付記願います。写真に著作権等
が生ずる場合は、応募者にて対応願います。

●掲載頁数は原則として 1頁とします。

●建物の特徴や特殊な事柄については簡単な補足説明を
お願いすることがあります。

●作品の掲載順及び紙面レイアウトを含む全体の構成は
広報編集委員会にて担当します。

●概要及び説明文はメールで送付願います。

掲載に関して

●写　真／外観、内観等 3、4枚。
画像解像度400 dpi以上推奨。
デジカメ撮影の場合は1メガバイト以上を目安。
プリントの場合は2Lサイズ程度。

●図　面／平面等 1、2枚。
画像解像度 1200dpi 以上推奨。

●概　要／作品名称、所在地、建築主、設計者、施工者、
用途、工期、建築面積、延床面積、構造規模。

●説明文／作品に関する考え方を400字以内にまとめて
ください。

提出資料

原稿期日及び送付先

●期　日／毎月25日
●送付先／（一社）京都府建築士会事務局

「京都だより 作品紹介」係


